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「名古屋石田学園 
創立　　　周年を迎えて」70

創立者  石田 鏇徳先生のあゆみ

後継者としての覚悟
価値観の変化そして、
今、教育界に求められること

「名古屋石田学園 
創立　　　周年を迎えて」70

Masaki
Ishida

　石田鏇徳先生は小学校を15歳で卒業後、10数年の苦学生の道を歩み、29歳で旧制中学校
の教諭として就任され、昭和16年、35歳で自らの体験をもとに青少年の錬成道場として、
寝食を共にした私塾「明徳学舘」を創立されました。
　創立の「創」は槍と刀の合成字です。経済的に無一文でありながら理想の教育を目指し、
正に血の滲む苦労をされ開校されました。ところが同年12月には太平洋戦争に突入、学徒
動員令、名古屋大空襲、そして20年に終戦と、夢が途絶えてしまいました。
　昭和20年末に再度「志」を立て平和国家建設の一翼を担う青少年の育成を目指し、英語
教育をもとに名古屋英学塾を設立、26年には
学校法人石田学園として認可を受けました。
更に38年「明日の日本を背負う逞しい人
間づくり」を念願し星城高等学校を設立
されました。しかし残念な事に昭和50
年志半ばで急逝69歳、創立35年目
でありました。
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柴田  清 先生

焼け野原の中から…
 学園創立70周年おめでとうございます。私はこの石田学園を、お世話になる以前から
知っていました。私の世代は戦中の育ちで旧制の中等学校に通っていました。戦いは
日に日に激しくなり、遂には学ぶどころではなく、学徒動員となりました。
　私の動員先は三菱重工業、名古屋製鉄所でした。名古屋も大空襲に何度もあい、
生命のあるのが不思議なくらいでした。不幸にも日本は無条件降伏という惨めな結果
となり、我に返ってみれば日本中いたるところが焼土となりました。先日起こった
東日本大震災の被害の後と同じで一面野原と化してしまいました。

星城高校の前進
　そんな状況の中、創立者石田鏇徳先生はこの日本を立ち直らせるのは若者を教育することだと、復興の第一歩として、名古屋
英学塾をいち早く立ち上げてみえました。
　その頃の私達は戦い終わって学校に復帰。学校も卒業とは名ばかりで、何も学んだ記憶がありませんでした。そんな私達に、
塾は大変役立っていたのです。その環境を作られたのが鏇徳先生です。先生は更に一歩一歩、教育の場を充実され星城高等
学校を創立されました。当時、私は公立学校の教師をやっていましたが、縁あって創立3年目の星城高等学校に勤めることに
なったのです。私は創立者石田鏇徳先生に初めてお会いした時、先生の青少年に対する教育の情熱とその人柄に感動し、
この先生のもとで、この星城高等学校で骨を埋めようと心に決めました。時に昭和40年4月1日のことでした。
　それから40余年この間に鏇徳先生を先頭に苦楽を共に学校づくりに精進したのです。公立学校では考えられない厳しい壁
に立ちはだかれ、そしてようやく光が見えだしたとき不幸にも先生は病に倒れ、帰らぬ人となってしまいました。私は志半ばで
生涯を終えられた先生はさぞ残念であったと察します。振り返ってみると、創立当時の星城高等学校は先生も生徒も充分な
施設・設備がない中、どこにも負けない高校作り（校風・特色）に全力を尽していました。

がんばれ石田学園
　石田学園は鏇徳先生の意思を引き継いだ石田正城先生をはじめ、英城、直城両先生とその周りを支えた先生職員が力を
結集され、地元をはじめ広く認められ、少しずつ評価される学校となってまいりました。
　私立学校は先生・生徒が自分達で作り育てることで良さを発揮するものです。それには何をおいても生徒の確保が大切です。
公立志向の高い愛知県で私立高等学校が生き残ることは容易ではありません。そんな中でこの21世紀は日本の人口は減少
の一途。更に公立高等学校授業料無償化と私立学校にとってはかつてない厳しい社会環境に見舞われています。
　私は以前、同窓会の会報か何かに｢星のように　キラリと光る星城高校｣と題して投稿したことを思い出し、間近に迫る星城
高校50周年を期して、一人一人の教職員が自身を見つめ直し、初心に返って欲しいと思います。そして、また学園傘下のそれ
ぞれの学校、学園もすばらしい周年を迎えたいものです。
　石田学園70周年を迎えるにあたり、エールを送り、更なる発展を祈ります。
｢星のように　キラリと光る石田学園｣　ガンバレ日本　ガンバレ石田学園…　　　合掌

理事長・学園長 石田 正城 歴史を振り返る…　

　今年、創立70周年を迎えました。「創業易守成難」という諺
が有ります。今日まで「建学の精神が私学の命」と遮二無二
に努力してまいりました。
 「年年歳歳花相似たり、歳歳年年人同じからず」という有名
な句にもありますように世代の変化は当然でありますが、
教員・保護者・生徒たちの価値観も大きく変化し、「建学の精神」
の高揚、具現化を進めていくことはなかなか難しい時代に
なってまいりました。
 去る3月11日の東日本大震災以後、「自然を超越しようとして
きた文明、浪費経済、欲望社会」から特に教育界では「自然
への畏敬　清貪思想（足ることを知る）」に戻り、謙虚な生き
方を求める指導が必要だと思います。創立60周年時に第二
期建学の精神として創立者の意を体し、「礼節・感謝　自修
的努力　社会貢献」の理念を打ち出しました。今年、70周年
を迎え全学園の関係者が脚下照顧、一体となって研鑚・努力
され学園の将来を築いていただくよう祈念申し上げます。

　石田学園は、21世紀初頭に創立60周年を迎えました。
創立者没後25年、創立の苦しみ、志半ばでの無念を想う時、
大学教育を通じて日本のリーダーの育成に努めたいという
意志を持ってみえたことから、後継者として「大学設置」を
実現すべく覚悟を決めました。
　明徳短期大学を経て「星城大学」を設置計画する中で
「日本は戦後55年間、様々な要因から世界の冠たる存在まで
成長させていただいた」ことの思いを大切に社会に恩返し、
報謝の気持ちをもてる学生の育成の場として、事業に、医療
に、貢献できる学部を指向し、経営学部・リハビリテーション
学部を立ち上げました。

我が学園70年の
歴史を振り返る…　

柴田  清 先生前  評議員・星城高等学校総務部長

我が学園70年の


